
小学校プログラミング教育実施レポート 
令和２年度から必修化された小学校プログラミング教育の実施の様子を紹介するものです。 

未来の学びコンソーシアムにて実施内容の精査を行うものではありません。 

学習活動名 電気の利用 －ＭＥＳＨを使ってプログラムを作ろうー 

学年 小学校第６学年 

目標 児童がプログラミングにより制御されている身近な電気製品について関心をもつととも

に、ＭＥＳＨを活用して意図した働きをさせるためのより良いプログラミングの方法を

考えることができる。 

教材タイプ ビジュアル言語、タンジブル 

使用教材 「ＭＥＳＨ」ソニー 

「ＭＥＳＨ Ｃｒｅａｔｉｖｅ ＤＩＹ Ｔｏｏｌｋｉｔ（アプリ）」ソニー 

「ｉＰａｄ」Ａｐｐｌｅ 

環境 児童３～４人で１台のタブレットとMESHを使用（タブレット×８ ＭＥＳＨ×８） 

都道府県 東京都 

実施校 中野区立武蔵台小学校 

学習活動の概要・児

童の様子（プログラ

ミングの活動を中

心に記載くださ

い。） 

①生活の中で、電気のどのような性質が利用されているか確認する。 

②電気製品の多くがプログラミングによって制御されていることを知る。 

③電気を効率よく使うために、人がいるときだけ明かりがつくプログラムを考える。 

・班で話し合いワークシートに記入し、考えたプログラミングを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④MESHを使って、考えたプログラムを作成する。 

 

  

 

 

⑤身の回りの電気製品は、電気の性質を利用し、工夫を重ねられたプログラミングによ

り制御されていることを確認する。 

成果と課題 成果…グループの友達と試行錯誤しながら、日常生活をより良いものとするためのプロ

グラムを作成しようとする児童の姿が見られた。 

課題…一人一人のアイディアを生かすためには、教材数が必要であること。 

 

MESHを使って感知できることと、それに伴って作動する機能を記号化す

ることで、思考が整理しやすくなる工夫をしました。 

自分たちが考えた

プログラムやその工

夫をワークシートに

書いて、紹介し合い

ました。 

紹介する際には実際にプログラムを実行することで、考

えたプログラムのよさを実感し合うことができました。 


